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Ⅰ．はじめに 

 バスケットボール競技は試合中のコンタクトが多く、ジャンプ動作や切り返し動作も行うため、

スポーツ外傷が多く発生し、特に下肢の外傷発生頻度が高い 1）。また、バスケットボール競技は

競技人口に対して学生選手も多く、長期的な競技継続のためには外傷予防が重要である。 

外傷予防のためには選手の身体状況、特徴、経時的変化を把握する必要があり、スポーツ選手に

対するメディカルチェックが行われることがある。メディカルチェックの定期的な実施は外傷発

生リスクの早期発見やリスクに対する予防策を講じることが可能となり、その結果として外傷発

生リスクを低減できると考える。先行研究では、メディカルチェックとして身長、体重、BMI、

体組成測定、上下肢の関節可動域、筋機能検査、片脚立位や片脚スクワット動作などのスポーツ

関連動作、指床間距離テスト（Finger Floor Distance test：FFD）や上体そらしテストなどの体

幹柔軟性評価などや、全身関節弛緩性テストを指標として取り入れているものがある 2－4）。スポ

ーツ動作時の外傷を予防するためには、先行研究で示されている項目よりも動的な評価を取り入

れる必要があると考える。そこで、複合的な動作で評価する機能的ムーブメントスクリーン

（Functional Movement Screen：以下 FMS）に着目した（図 1）。 

FMSは 7 つの項目（ディープスクワット、ハードルステップ、インラインランジ、ショルダー

モビリティリーチング、アクティブ・ストレートレッグレイズ、トランクスタビリティプッシュ

アップ、ロータリースタビリティ）にて構成され、動作の遂行により採点を行う。それにより、

筋力低下やバランス不良、非対称性、制限などの問題が明らかになるとされている。。また、外傷

を予測するためのスクリーニング検査の役割があるメディカルチェックでは、簡便であることや

実用的であることが重要であり、FMS はそれら

の条件を満たしているといえる。FMS は合計 7

項目であり、採点も 0~3 点であることからも、学

生間での評価に適していると考える。また各項目

の点数や全体の合計点数が算出され経時的な変

化がわかりやすく示されることから、選手や指導

者へのフィードバックも理解が得られやすいも

のになると予想される。 

 

                           図 1  FMSの 7 項目 
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Ⅱ．目的 

本研究の目的は 2 つある。1 つ目として、学生バスケットボール選手に対する FMS を用いたメ

ディカルチェックを実施し、学生バスケットボール選手の経時的な運動機能の変化を明らかにす

ることである。2つ目として、FMSを用いて学生選手がセルフメディカルチェックを行うことで、

外傷リスクの高い選手を指導者と選手自身が把握することで、実際に外傷は軽減するのか、選手

自身の外傷予防への意識向上につながるか検討することである。 

Ⅲ．研究方法 

1．対象者 

 A 高校女子バスケットボール部に所属する選手とし、選手と保護者から同意を得られた者を対

象者とした。除外基準として、測定開始前に安静時および歩行時に疼痛がある選手、医師から運

動制限の指示があり、測定項目の実施が困難な選手、実施時に疼痛が出現する者も直ちに測定を

中止し、除外とすることとする。また、継続的な測定のため、2025 年 4 月時点で学年が 1.2 年生

の選手を対象とし、継続した測定が可能であった選手は 13 名となった。本研究は青森県立保健大

学倫理委員会の承認を得て行った（承認番号 25030）。 

2．実施方法 

 本研究は現在、FMS を A 高校女子バスケットボール部へ導入し、定期的に実施している段階

である。今後、選手同士で測定、採点まで実施することが可能であるか、そして FMS 測定を通し

て外傷予防に対する意識が向上するか検討予定である。 

 まず、FMS測定の効率化を図るため、測定実施方法として図 2 のような配置で行っている。ビ

デオカメラを 2 台、選手の前方と側方に設置し、各項目の動作の撮影を行った。器具を使用する

項目は選手 1 人ずつ、複数人で実施可能な項目は数人を同時に撮影し、効率よく測定できるよう

工夫している。後日撮影された映像から、理学療法士 3 名が採点を行っている。測定頻度は 1～2

か月に一度実施している。 

 次に、継続した測定を行い、A 高校女子

バスケットボール部の経時的変化を検討し

た。測定環境は前述の通りとし、チーム全選

手の 7 項目の合計平均スコア、学年別の 7

項目の合計平均スコアを算出した。また、全

選手の項目別平均値もそれぞれ算出した。 

                    図 2 FMS の測定環境 

Ⅳ．成果 

 FMS の効率的な測定の試みの結果、全体の測定に要した時間は動作の説明や器具の準備を含め

て 30 分程度で対象の全選手に対して測定を実施することが出来た。以前まで 1 時間半ほど要し

ていたため、大幅な時間の短縮が可能となった。これにより、部活動時間が短い A 高校でも、導

入しやすいスクリーニングツールとなることが予想された。 

 次に、筆者らが主導となり A 高校にて継続した測定を実施した結果、7 項目の合計スコアは 17

～19 点で推移し、学年別の平均スコアにおいても同様の変化であった（図 3）。FMS のスコアは

合計点数が 21 点であることを踏まえると、3 か月間では著明な変化はみられなかったと考えられ

る。項目別にみると、ロータリースタビリティは他項目と比較して低値で推移していた（表 1）。 
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今後、チーム全体平均や学年別平均を継続的に観察するとともに、選手個人ごとのスコア推移

や項目別得点の変化を捉えることで、経時的な身体状況

の変化を評価することが必要であると考えられる。先行

研究からも、FMS 合計スコアと外傷発生との関連性が

示されていることから 6、7）、対象チームにおける FMS

合計スコアを活用して身体状況を把握し、適切なケアや

指導につなげていく必要がある。さらに、定期的なメデ

ィカルチェックを通して自身の身体状況を可視化する

ことで、選手のセルフケアに対する意識変容についても

検討していく必要があると考えられる。 

表 2 FMS 7 項目の項目別スコア推移 
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